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流通ＢＭＳ導入事例
～業務のスピードアップと工数削減～

流通ＢＭＳ普及説明会資料
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【会社名】

【本社所在地】

【本部所在地】

【創立】

【資本金】

【売上高】

【事業内容】

【店舗数】

１．１．会社概要会社概要

株式会社 ハローズ

広島県福山市南蔵王町6丁目26番7号
広島県福山市神辺町川北1435
１９５８年１０月

１１億６７６２万円

６３０億円 (２００９年２月期)

食品スーパーマーケット業

４４店舗

(広島県19店舗、岡山県22店舗、香川県3店舗)
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• １９９０年 ＥＯＳ、ＰＯＳシステム導入

• １９９４年 ２４時間営業開始

• １９９６年 ｼｽﾃﾑ入替、社内ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ導入

• ２００１年 本部移転、物流センター稼動

(青果物流、チルド物流) 

• ２００２年 ＪＡＳＤＡＱ市場に株式を上場

• ２００３年 ドライ共配センター稼動

２．沿革２．沿革
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３．導入の背景・目的３．導入の背景・目的

①手書き伝票が多く入力業務の負荷が大きい

②既存ＥＯＳ（ＪＣＡ）の機器老朽化

③店舗数の増加に伴いデータ伝送時間増加

④月末の請求と支払の照合業務に工数がかかる

⑤内部統制対応
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２００９年 新ＥＤＩシステム導入

１．伝票レスの実現による業務工数削減

３．データ連携スピードアップ
２．月次決算の早期化

当社の抱えていた課題
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４．流通ＢＭＳ導入のきっかけ４．流通ＢＭＳ導入のきっかけ
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２．ＪＣＡ終焉への対応

１．データ連携スピードアップ

ＪＣＡ機器老朽化・サポート終了によるＪＣＡ撤廃

→ＪＣＡに変わる次期通信手順の確立

出店増加に伴うデータ量増加により、データ連携時間が
増加し、取引先様の出荷時間に影響が出る

→流通ＢＭＳの導入による伝送スピードの向上

３．物流センターデータ連携による出荷精度向上

取引先様からの出荷データ（伝票／梱包紐付けあり）を
物流センターへ連携する

→出荷データを利用した検品で出荷精度向上



不許複製印刷配布不許複製印刷配布

JCAフォーマット

切替え

INTERNET

取引先様
JCAフォーマット

出荷梱包（ＡＳＮ）
出荷梱包（ＡＳＮ）

JCA
通信ソフト

JCA
通信ソフト

JCA
通信ソフト

JCA
通信ソフト

ハローズ
（本部/物流ｾﾝﾀｰ）

取引先様

ChianFlowChianFlow

ＥＤＩセンター
(ChainFlow）

発注/受領/返品/支払

出荷

WEB画面にて入力

またはﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

公衆回線

流通BMS
通信ｿﾌﾄ

流通BMS
通信ｿﾌﾄ

XML
変換
ﾚｲｱｳﾄ
変換

XML
変換
ﾚｲｱｳﾄ
変換

発注/受領/返品/支払

出荷

ChainFlow
ﾃﾞｰﾀ送受信

ｿﾌﾄ

ChainFlow
ﾃﾞｰﾀ送受信

ｿﾌﾄ

発注/受領/支払

出荷（伝票）

Ａ

Ｂ

Ｃ 出荷

発注/受領/返品/支払

発注/受領/支払

ハローズ
（本部/物流ｾﾝﾀｰ）

現
状

導
入
後

発注/受領/支払

固定長ﾃﾞｰﾀ

出荷

CSVﾄﾃﾞｰﾀ

JX手順
ebXML手順

AS2手順

５．システム概要（１）５．システム概要（１） ＥＤＩｼｽﾃﾑ全体概要ＥＤＩｼｽﾃﾑ全体概要
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流通ＢＭＳ

Ａ（ＷＥＢ）、Ｂ（流通ＢＭＳ）、
Ｃ（ＣｈａｉｎＦｌｏｗﾂｰﾙ）
接続方式３パターン用意
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５．システム概要（２）５．システム概要（２） 当社の流通ＢＭＳ当社の流通ＢＭＳ
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伝票データ

ＥＤＩセンター ハローズ物流センター

SCM 0001

SCM 0001

SCM 0001

出荷
ﾃﾞｰﾀ

検収
ﾃﾞｰﾀ

検品

支払データ

ChainFlow

発注メッセージ

出荷メッセージ
出荷梱包（紐付けあり）
メッセージ

受領メッセージ

支払メッセージ

取引先様

受注

出荷

受領

返品

流通ＢＭＳ
Ver 1.1

返品メッセージ

支払

納品

変

換
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６．導入までの作業（１）６．導入までの作業（１）
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約６ヶ月システム要件確定

ルートセールス・経費運用検討、物流システム連携検討 等

延べ１２回社内への説明会

本部・各店舗への説明

延べ４日間取引先様への説明会

導入説明会１回、操作説明会1回 ×１２セット

約２ヶ月４種類のテスト

システム単体、連携 （基幹→ＥＤＩセンタ→取引先）
取引先様の操作練習（流通ＢＭＳ、画面操作）
取引先ＡＳＮデータ （特に出荷梱包紐付け有データ）
物流センター内の検品などの運用テスト

（取引先ＡＳＮデータを使用）
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６．導入までの作業（２）６．導入までの作業（２）
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導入パターン別取引先様数

A:ＷＥＢＥＤＩ ：約 ２１０社
B:流通ＢＭＳ ：約 ８０社
（うち ＪＸ手順：約４５社）
（ ｅｂＸＭＬ手順：約３５社）

C:固定長ファイル：約 ３０社

予想以上の取引先数
→流通ＢＭＳの浸透
を実感

予想以上の取引先数
→流通ＢＭＳの浸透
を実感

（ChainFlow独自ﾌｫｰﾏｯﾄ）

導入スケジュール
１ヶ月目

Ａ：３５社
Ｂ：２９社
Ｃ：２０社

２ヶ月目
Ａ：１１０社
Ｂ： ２６社
Ｃ： １４社

３ヶ月目
Ａ：２７社
Ｂ：１０社
Ｃ： １社

（以降順次展開）

４ヶ月目
Ａ：２９社
Ｂ：１０社
Ｃ： ３社

※2009年11月現在
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６．導入までの作業（３）６．導入までの作業（３）
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②説明会参加者と作業担当者が違う場合、情報が正しく伝
わらない。質問への対応時間が増加

③３００社全てに対し、操作テスト・運用テストを実施
④特に出荷梱包（紐付けあり）の場合、センターでの本番同

等のテストが必要

導入するにあたり考慮した点

（１）社内への説明

①店舗直送商品の店舗で確定することへの理解
②上記伝票が遅れてくる場合の対応（ルート・経費等）

（２）取引先への導入フォロー、テスト対応

→店舗へ繰り返し説明することで対応

→インストールからフォーマット変換までをセット商品として
流通ＢＭＳ通信ソフト（ＪＸ）を導入サポート

→開発元・現地ＳＥの協力が不可欠

①取引先が流通ＢＭＳを利用してくれるか不安
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７．導入効果７．導入効果
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（１）伝票レスの実現

手書き伝票の削減により経理業務の省力化を実現

→１２万枚／月あった伝票が、１万枚／月にまで削減

（３）データ連携スピードアップ

（２）月次決算の早期化

インターネット利用により、データ連携スピードの大幅アップ

→従来のＪＣＡと比較して２０分の１の伝送スピード

請求レスによる照合作業軽減により月次決算の早期化を実現

→月次決算が３日／月短縮
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８．まとめ８．まとめ
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取引先様とのデータ交換率を高めることで、

双方の業務改善につながる。

→取引先様との協業手段のひとつとして、

流通ＢＭＳは必須。

【今後の計画】

① 新ＤＣセンターの稼動による物流体制の整備

預かり在庫の発注メッセージ送受信

② 本部入力伝票３％→１％以下へ

③ 月次決算の更なる短縮
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